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「大きくなって」と
願いを込めて
　６月８日、長島町立鷹巣幼稚園でサツマイモ
の芋植え体験が行われ、園児らは秋の収穫を楽
しみに一本一本丁寧に植え付けていました。
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町内各地で甚大な被害
豪雨災害のつめ跡

　

６
月
16
日
の
未
明
か
ら
17
日
に

か
け
て
降
り
続
け
た
雨
の
影
響

で
、
町
内
は
土
砂
崩
れ
や
床
下
浸

水
、
河
川
氾
濫
に
よ
る
農
地
流
失

な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
梅
雨
前
線
が
九
州
南
部

に
停
滞
し
、
暖
か
く
湿
っ
た
空
気

が
流
れ
込
ん
だ
影
響
に
よ
る
も
の

で
、
土
砂
崩
れ
13
カ
所
、
道
路
冠

水
２
カ
所
、
道
路
陥
没
４
カ
所
、

護
岸
崩
壊
・
河
川
氾
濫
４
カ
所
な

ど
の
影
響
に
よ
り
通
行
止
め
な
ど

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

住
宅
に
お
け
る
床
下
浸
水
14
カ
所

や
床
上
浸
水
１
カ
所
、
農
地
、
山

林
の
崩
壊
、
水
道
管
の
破
損
に
よ

る
断
水
な
ど
被
害
が
続
出
し
ま
し

た
。
町
内
で
最
多
降
水
量
を
観
測

し
た
気
象
庁
の
加
世
堂
観
測
局
で

は
、
16
日
、
午
前
2
時
か
ら
3
時

ま
で
の
間
、
時
間
雨
量
88
㍉
の
猛

烈
な
雨
が
降
り
、
被
害
を
も
た
ら

し
た
前
日
か
ら
の
連
続
雨
量
は

４
１
８
㍉
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
16
日
、
午
前
８
時
に
災

害
対
策
本
部
を
設
置
。
あ
わ
せ
て

町
消
防
団
に
出
動
を
か
け
、
水
防

活
動
や
高
齢
者
宅
な
ど
の
見
回

り
、
避
難
の
広
報
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
特
に
長
島
本
島
南
部
地

域
の
被
害
が
大
き
く
、
馬
込
集
落

で
は
町
道
山
門
野
汐
見
線
沿
い
の

土
砂
崩
れ
と
工
事
中
の
道
路
路
盤

が
流
出
。
約
１
５
０
㍍
が
陥
没

し
、
一
時
孤
立
化
し
ま
し
た
。

　

汐
見
集
落
で
は
、
水
田
横
の
山

が
崩
落
。
管
理
道
と
稲
を
作
付
け

す
る
た
め
準
備
さ
れ
て
い
た
農
地

は
、
倒
れ
た
木
々
や
粘
土
状
の
赤

土
、
山
や
河
川
脇
か
ら
流
入
し
て

き
た
水
で
一
帯
を
飲
み
込
み
ま
し

た
。
同
地
区
内
の
町
道
汐
見
線
で

は
、
山
か
ら
の
鉄
砲
水
に
よ
り
道

路
を
洗
い
流
し
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

は
剥
げ
、
無
残
な
姿
に
な
り
ま
し

た
。

　

城
川
内
集
落
の
城
川
内
川
や
指

江
集
落
の
指
江
川
、
浦
底
集
落
の

倉く
ら
ぞ
う三
川
な
ど
は
護
岸
を
越
え
氾

濫
。
こ
の
ほ
か
多
く
の
河
川
や
水

路
で
も
護
岸
を
崩
壊
し
、
農
地
、

道
路
が
土
砂
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、

自
然
の
驚
異
を
見
せ
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
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城川内川が氾濫し、護岸は
崩れ管理道と水田が被害

町道汐見線（汐見集落）は、鉄砲水
により道路が洗われ無残な姿に

完成間近の町道山門野汐見線（馬込集
落）では、路盤が陥没し車が立ち往生

倉
くらぞう

三川（浦底集落）の応急復旧状況（大
型土のうで河川からの流入を防ぐ）

通行止めを解除するため復旧が急がれ
た町道山門野汐見線（馬込集落）

農地でも大規模な崩落が
発生（城川内集落）

指江川が氾濫し水田を飲み込む
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総務課

防犯灯の設置 2,783

大型宿泊施設整備に伴う集客調査委託 4,273

高規格対応救急自動車の車両艤装，救急資機材

の整備

25,998

企画財政課
新たな難視地区自主共聴施設新設補助金 12,630
獅子島バスダイヤ編成等調査研究委託料 2,000
獅子島魅力満喫ツアー委託料 4,620
獅子島フェア・獅子島ウォークの運営委託料 4,500
獅子島婚活イベント運営委託料 3,000
獅子島地区園地整備 3,010
町民福祉課
高額な医療を必要とする障害者への助成 5,290
保健衛生課
日本脳炎定期予防接種の一部改正に伴う増額 1,132
水産商工課
ヒラメ放流事業（獅子島周辺） 4,900
水産物加工グループ育成補助 12,534
長島朝市「恵比寿市」開催委託料 2,000
ながしま巡り「海・山探索ツアー」委託料 1,000
水道課
山門野地区送・配水管布設替工事 6,200
蔵之元地区簡易水道事業水源開発工事 8,000
片側川砂防ダム・水質浄化装置メンテナンス

工事

1,056

生活基盤近代化事業（川床第１・２系統浄水

場非常用発電機設置工事）

21,321

幣串漁業集落排水施設ブロワ修繕工事 2,287
農林課
廃プラ処理補助金 3,000
林道獅子島中央線・七郎山線の整備 18,535

耕地課
片側平岳地区農道改良 9,000
片側地区ファームポンド改修 7,000
上須舞取地区水路整備 7,500
農業体質強化基盤整備促進事業

（小浜・火ノ浦地区の貯水槽，浦底原・長尾

地区の農道改良舗装）

34,586

　　主　な　事　業

（単位：千円）

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
な
ど
に

７
億
２
６
４
１
万
１
千
円
を
追
加

　

６
月
８
日
か
ら
18
日
ま
で
、

平
成
24
年
第
２
回
長
島
町
議

会
定
例
会
が
開
か
れ
、
特
定
離

島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事
業

や
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
補
助

金
、
山
門
野
汐
見
線
道
路
整
備

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
平
成

第
２
回
議
会
定
例
会

建設課
長島・ぐるっと一周景観整備事業 50,000
長島・ぐるっと一周緑化対策事業 30,000
山門野汐見線の道路整備 156,050
萩之牟礼茅屋線の道路整備 112,198
鷹巣杉ノ段線の道路整備 56,150
行人岳線の道路整備 107,340
湯ノ口地区の野積場舗装及び護岸工事 12,242
港湾施設の調査 15,840
長島港（口之福浦地区）の整備を図るための

測量設計

20,000

学校教育課
人権教育研究指定校事業の委託料 252
社会教育課
トライジョギング大会委託料 1,900
獅子島カヌー横断大会委託料 3,100

24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
７
億
２
６
４
１
万
１
千
円
追

加
、
総
額
96
億
３
２
７
２
万
３
千

円
）
な
ど
７
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
少
人
数
学
級
の
推

進
な
ど
を
求
め
る
陳
情
が
採
択
さ

れ
、
同
趣
旨
の
意
見
書
提
出
も
決

ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

た
主
な
事
業
を
各
課
ご
と
に
紹
介

し
ま
す
。　
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「
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太
陽
の
里
等
」

　
　
　
　
　
　
　
　
の
指
定
管
理
者
募
集

【
対
象
施
設
】

①
太
陽
の
里
本
館（
貸
別
荘
含
む
）

②
長
期
滞
在
施
設
（
宿
泊
施
設
）

③
総
合
交
流
促
進
施
設
（
温
泉
セ

ン
タ
ー
東
泉
望
）

④
鷹
巣
城

①
か
ら
④
の
施
設
に
か
か
る
土

地
、
駐
車
場
、
温
泉
、
す
べ
て
の

機
械
装
置
な
ど
の
設
備
お
よ
び
備

品
、
自
動
車
、
食
器
、
調
理
器
具
、

寝
具
な
ど
一
式

【
募
集
に
関
す
る
基
本
事
項
】

○
施
設
の
目
的

　

対
象
施
設
は
、
旅
館
業
法
に
基

づ
く
旅
館
営
業
、
食
品
衛
生
法
に

基
づ
く
飲
食
店
営
業
、
温
泉
法
に

基
づ
く
温
泉
の
公
共
的
利
用
お
よ

び
公
衆
浴
場
法
に
基
づ
く
一
般
公

衆
浴
場
と
し
て
、
町
内
外
の
人
に

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

観
光
客
の
誘
致
や
都
市
住
民
と
の

交
流
促
進
、
特
産
品
の
販
売
な
ど

を
通
じ
て
農
林
漁
家
の
所
得
向
上

を
目
指
し
た
施
設
と
し
て
整
備
さ

れ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
目
的
と
異

な
る
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務

　

①
施
設
の
利
用
許
可
に
関
す
る

　

こ
と

　

②
施
設
の
利
用
料
金
の
徴
収
や

　

減
免
に
関
す
る
こ
と

　

③
施
設
や
設
備
の
維
持
管
理
に

　

関
す
る
こ
と

　

④
上
記
業
務
の
ほ
か
、
町
長
の

　

権
限
に
属
す
る
以
外
の
事
務

○
指
定
の
期
間

　

指
定
の
期
間
は
、
平
成
25
年
４

月
以
降
か
ら
５
年
間
と
し
て
、
再

指
定
を
妨
げ
な
い
も
の
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
管
理
を
継
続
す
る

こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と

き
は
、
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

次
の
要
件
を
満
た
す
法
人
そ
の

他
の
団
体
で
あ
る
こ
と
（
一
定
の

団
体
で
あ
れ
ば
法
人
格
は
必
ず
し

も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
指

定
管
理
者
の
候
補
者
と
し
て
選
定

さ
れ
れ
ば
法
人
格
取
得
を
要
す
る

も
の
と
し
ま
す
）。

　

①
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６

　

７
条
の
４
の
規
程
に
該
当
し
な

　

い
こ
と

　

②
町
か
ら
指
名
停
止
措
置
を
受

　

け
て
い
な
い
こ
と

　

③
町
（
市
）
税
、
法
人
税
、
消

　

費
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

　

こ
と

　

④
会
社
更
生
法
、
民
事
再
生
法

　

な
ど
に
基
づ
く
再
生
ま
た
は
再

　

生
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
こ

　

と
【
応
募
方
法
】

○
提
出
書
類

　

①
指
定
管
理
者
の
指
定
申
請
書

　

②
応
募
者
の
現
在
の
業
務
内
容

　

お
よ
び
過
去
3
年
間
の
業
務
実

　

績
（
決
算
を
含
み
書
式
自
由
）

　

③
旅
館
業
、
飲
食
店
業
な
ど
の

　

営
業
経
験
が
あ
る
場
合
、
そ
の

　

営
業
実
績
（
①
に
含
ま
れ
る
場

　

合
は
省
略
し
て
も
可
）

　

④
5
カ
年
分
の
事
業
計
画
書

　
　
　
　
　
　

  　
（
書
式
自
由
）

　

⑤
管
理
に
関
す
る
5
カ
年
分
の

　

収
支
計
画
書

　

⑥
資
金
計
画
書

　

⑦
申
請
者
の
人
的
能
力
を
説
明

　

す
る
書
類

　

⑧
定
款
、
寄
付
行
為
、
規
約
ま

　

た
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
類

　

⑨
法
人
に
あ
っ
て
は
、
当
該
法

　

人
の
登
記
簿
謄
本

　

⑩
納
税
証
明
書

　

⑪
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め

　

る
書
類

○
提
出
方
法

　

役
場
水
産
商
工
課
へ
持
参

○
応
募
締
切
＝
９
月
28
日
（
金
）

○
そ
の
他

　

必
要
に
応
じ
て
現
地
説
明
会
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
詳
細
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
水
産
商
工
課
観
光
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
３
６
３

　

町
で
は
、
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太
陽
の
里
な
ど
の
施
設
を
指
定
管
理
者
と

し
て
管
理
運
営
す
る
企
業
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
民
間
の
知
恵
や
活
力
で
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
目
指
す
も
の
で
す
。

太陽の里本館（手前）と長期滞在施設（奥の白い建物）

太陽の里の貸別荘
太 陽 の 里 ピ ク ニ ッ ク 広 場
内にある鷹巣城

総合交流促進施設（温泉センター東泉望）
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「技」と「スピード」の一本勝負
平成 24 年度長島町消防ポンプ操法大会

【
大
会
結
果
】

総
合
の
部

優
勝　

城
川
内
分
団

２
位　

蔵
之
元
分
団

３
位　

獅
子
島
分
団

ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝　

蔵
之
元
分
団

２
位　

城
川
内
分
団

３
位　

諸
浦
分
団

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　

中
央
分
団
鷹
巣
班

２
位　

城
川
内
分
団
唐
隈
班

３
位　

浦
底
分
団
三
船
班

［
個
人
賞
］

ポ
ン
プ
車
の
部

指
揮
者　

藤
川　

哲
也
（
蔵
之
元
分
団
）

１
番
員　

米
尾　

定
固
（
城
川
内
分
団
）

２
番
員　

二
階
堂
博
樹
（
蔵
之
元
分
団
）

３
番
員　

竹
田　
　

晃
（
蔵
之
元
分
団
）

４
番
員　

冷
水　

裕
介
（
蔵
之
元
分
団
）

小
型
ポ
ン
プ
の
部

指
揮
者　

豊
田　

宏
光　

（
中
央
分
団
鷹
巣
班
）

１
番
員　

柏
木　

悠
肇　

（
城
川
内
分
団
唐
隈
班
）

２
番
員　

上　
　

晃
盛

（
中
央
分
団
鷹
巣
班
）

３
番
員　

木
上　

慎
吾

（
中
央
分
団
鷹
巣
班
）

小型ポンプ操法で指揮者と 1 番員が交代する筒先員交代

総合優勝した城川内分団

ポンプ車操法で 3 番員と 4 番員の
息が合った吸管伸長

ポンプ車の部で優勝した
蔵之元分団

小 型 ポ ン プ 車 の 部 で 優 勝 し た
中央分団鷹巣班個人賞をとった団員へ

表彰状とメダルを授与↓

　

火
災
現
場
を
想
定
し
、
消
防
ポ

ン
プ
の
操
作
技
術
を
競
い
合
う

「
平
成
24
年
度
長
島
町
消
防
ポ
ン

プ
操
法
大
会
」
が
７
月
１
日
、
蔵

之
元
漁
港
で
あ
り
ま
し
た
。　
　

　

大
会
に
は
町
内
の
11
分
団
か
ら

ポ
ン
プ
車
の
部
に
11
チ
ー
ム
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
に
19
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。
ど
の
分
団
も
、
５

月
か
ら
連
日
訓
練
を
重
ね
、
大
会

で
は
指
揮
者
の
号
令
の
も
と
、
真

剣
な
ま
な
ざ
し
と
機
敏
な
動
作
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
集
大
成
と

い
え
る
こ
の
日
、
選
手
と
な
っ
た

消
防
団
員
は
実
力
を
発
揮
し
、
会

場
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

息のあった操法技術を見せる選手ら
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叙勲・旭日単光章を受章

↑川添健町長に受章の報告に訪れた井手さん

　６月 20 日、萩之牟礼集落の井手初さんに、

長年にわたる農業振興と発展に貢献された功

績を賛え旭日単光章が贈られ、北薩地域振興

局の池田賢一農林水産部長から本人へ伝達さ

れました。

　 同 氏 は、 昭 和 44 年 ７ 月 か ら 平 成 22 年 3

月までの 13 期 40 年８カ月にわたり長島町

農業委員会委員として在職されました。この

間、同会会長や交換分合の換地委員長、県営

畑地帯事業推進委員などの要職を歴任し、地

域の農業構造改善の推進に活躍されました。

本町の基幹産業であるばれいしょについても

同氏がいち早く取り入れ、普及拡大に努力す

るとともに、農家の経営規模拡大と経営安定

に尽力されました。

東
・
長
島
分
遣
所
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
出
場

第
35
回
鹿
児
島
県
消
防
救
助
技
術
指
導
会

　

鹿
児
島
県
下
19
の
消
防
本
部
が
参
加
す
る
、
第

35
回
鹿
児
島
県
消
防
救
助
技
術
指
導
会
が
6
月
1

日
、
日
置
市
の
鹿
児
島
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣

所
と
長
島
分
遣
所
の
職
員
が
出
場
し
、
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
東
・
長
島
分
遣
所
の
混
成
チ
ー
ム

と
し
て
「
引
揚
救
助
」
の
種
目
に
１
チ
ー
ム
、「
ほ

ふ
く
救
出
」
の
種
目
に
３
チ
ー
ム
が
出
場
。「
ほ

ふ
く
救
出
」
の
種
目
で
、
中
村
・
宮
脇
・
永
田

チ
ー
ム
が
救
助
技
術
と
競
技
タ
イ
ム
と
も
に
優
秀

で
、
例
年
東
京
で
実
施
さ
れ
る
全
国
大
会
に
、
見

事
、
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。
選
手
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
町
関
係
者
も
喜

び
、
同
チ
ー
ム
は
、
県
大
会
終
了
後
も
全
国
大
会

で
の
栄
光
を
手
に
し
よ
う
と
、
連
日
連
夜
訓
練
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
に
出
場
す
る
中
村
文
俊
さ
ん
は
「
住

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
培
っ
た
技
術

と
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
チ
ー
ム
全
員
が
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

◎
全
国
大
会
日
程

　

▽
開
催
日

　
　

８
月
７
日
（
火
）

　

▽
会
場

　
　

東
京
都
江
東
区
豊
洲
６
丁
目

　
　

区
画
整
理
地
内

※
長
島
町
出
身
で
、
会
場
近
辺
の
か

た
や
長
島
に
縁
の
あ
ら
れ
る
か
た
な

ど
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

全国大会に出場が決まったチームメンバーの永田康
夫さん（左）、中村文俊さん（中央）、宮脇祐二さん（右）
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　 平 成 24 年 度 出 水 地 区 春 季 畜 産 共 進 会 が ５ 月

28 日、出水中央家畜市場で開催されました。

　出水地区内の育成牛 31 頭が２部門に出場しま

した。長島町からは１部に４頭、２部に 10 頭が

出場し、優秀な成績を収めました。

　グランドチャンピオン賞に浦底集落の山口正成

さん所有牛「たつごう号」が選ばれました。

　入賞者は次のとおりです。

　　　★グランドチャンピオン賞★
　　　　　　［１部一席］山口正成

◎種牛１部 
（競り市 終了後～ 12 カ月）

▼最優秀賞

　［一席］山口正成　［二席］繁殖センター

　［三席］浦底初男

▼優秀賞

　繁殖センター　　

◎種牛２部

　 （13 カ月～ 19 カ月未満）

▼最優秀賞

　［一席］宮路幸雄　［二席］米尾勝己

　［ 五席］山口正成

▼優秀賞

　山口正成（２頭）、宮路健作

　浦底初男（３頭）、宮路幸雄

今後も期待される長島牛
長島町春季畜産共進会 出水地区春季畜産共進会

↑長島町春季畜産共進会の審査状況

「みつひめ号」と「たつごう号」がグランプリ［春季共進会］

　平成 24 年度春季畜産共進会が５月 18 日、 毎

床家畜検査場で開催されました。出品牛は、町内

から 36 頭が出場し、種牛１部・２部に、月齢ご

とに個体審査と比較審査が行われ、グランドチャ

ンピオン賞に矢堂集落の宮路幸雄さん所有牛 ｢ み

つひめ号」が選ばれました。

　入賞者は次のとおりです。

　　★グランドチャンピオン賞★　
　　　　　［２部一席］宮路幸雄

◎種牛１部 
（ 競り市終了後～ 12 カ月）

▼最優秀賞

　［一席］山口正成　［二席］浦底初男

　［三席］赤嵜　清　［四席］繁殖センター

　［五席］繁殖センター

▼優秀賞

　市尾　德、宮路幸雄、児玉美津子

　町田光彦、井手　久、繁殖センター（２頭）

◎種牛２部 

（13 カ月～ 19 カ月未満）

▼最優秀賞

　［一席］宮路幸雄　［二席］山口正成

　［三席］山口正成　［四席］浦底初男

　［五席］山口正成　［六席］浦底初男

　［七席］赤嵜　清　［八席］米尾勝己

　［九席］宮路健作　［十席］浦底初男

　［十一席］　宮路幸雄

▼優秀賞

　内田秋宏、町田光彦、丸橋幸治

　樫谷　文、町口　光、浦底初男

　町田光彦、森山秋美、宮路健作

　米尾勝己、古川修一、西村直樹（２頭）
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３代目文化協会長に竹之内重信氏
　

５
月
24
日
、
長
島
町
文
化
協
会
の
総
会
が
長

島
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
新
会
長
に
竹

之
内
重
信
さ
ん
（
蔵
之
元
集
落
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
38
の
団
体
が
活
動
し
、
今
年
か

ら
新
た
に
バ
レ
エ
と
子
ど
も
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
団

体
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
、
新
会
長
に

就
任
し
た
竹
之
内
さ
ん
は
「
文
芸
、
美
術
、
芸

能
な
ど
各
分
野
で
底
辺
を
広
げ
な
が
ら
文
化
の

向
上
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
4
年
間
尽
力
さ
れ
た
前
会
長
の
余

宮
安
之
さ
ん
は
、
顧
問
と
し
て
今
後
も
町
民
の

文
化
向
上
の
た
め
指
導
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

新
役
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
顧　

問　

飯
尾
一
成
、
余
宮
安
之

○
会　

長　

竹
之
内
重
信

○
副
会
長　

坪
久
田
ア
キ
ミ
、
原
口
哲
彌

　
　
　
　
　

入
口　

守
、
田
中
豊
美

○
監　

事　

早
崎　

勲
、
大
平
由
美
子

　
　
　
　
　

福
徳
毬
子

○プロフィール
　短 歌 結 社 ｢ 塔 ｣ 鹿 児 島 支 部
代 表 を 努 め、 本 町 で は 創 生 短
歌 会 を 主 宰。 こ の ほ か、 南 日
本 新 聞 南 日 歌 壇 年 間 最 優 秀 賞
や 日 本 歌 人 ク ラ ブ 賞、 南 船 新
人賞など多数受賞。

長島町文化協会
会長　竹之内重信氏

　

町
で
は
、
長
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、

年
齢
が
40
歳
か
ら
74
歳
の
人
を
対
象
に
特
定
健
診

を
、
ま
た
、
75
歳
以
上
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
を
対
象
に
後
期
高
齢

者
健
診
（
長
寿
健
診
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

が
ん
や
生
活
習
慣
病
は
痛
み
が
な
く
知
ら
ず
知

ら
ず
に
悪
化
し
ま
す
。
40
歳
に
な
っ
た
ら
健
康
な

人
も
年
に
一
度
の
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
40
歳
か
ら
74
歳
で
長
島
町
国
民
健
康
保

険
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
各

医
療
保
険
者
（
協
会
け
ん
ぽ
・
組
合
国
保
等
の
健

康
保
険
組
合
）
が
実
施
す
る
特
定
健
診
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
各
医
療
保
険
者
ま
た
は
事
業
所
な

ど
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

○
健
診
期
間

　

7
月
31
日
（
火
）
～
11
月
9
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
う
ち
20
日
間

　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
場
保
健
衛
生
課
国
保
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
内
線
１
１
０
４
］

⇩

⇩

⇩

こんな人はぜひ受けて！
○自分は元気だから病気なんて関係ないと思っている人

生活習慣病は、発症して重症になるまで自覚症状が出に
くいため、健診で気付く場合がほとんどです。引き返せ
なくなる前に健診を受けて、自分の体を知りましょう。

○軽い高血圧、高血糖などを指摘されたことがある人

数値が正常範囲でも少しずつ悪化している場合がありま
す。異常値が重なり始めたら注意が必要です。

○毎日忙しくて、自分の健康に気を使うゆとりがない人

病気になったら仕事はできません。健診会場では皆さん
がたがスムーズに受診できるよう工夫しています。
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i n f o r m a t i o n

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で

生
ご
み
処
理
に
挑
戦

　

町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
、
段
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
る
生
ご
み
処

理
を
紹
介
し
ま
す
。
段
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
と
は
、
段
ボ
ー
ル
箱
を

【用意するもの】
①段ボール箱
　 縦 40 ㌢ × 横 45 ㌢ × 高 さ 30 ㌢ 程 度 の し っ か り
し た も の（※ 虫 よ け の た め の フ タ 用 と 箱 の 底 を 二
重に補強するためのダンボールも準備）。
②資材（ホームセンター、園芸ショップなどで販売）
　①ピートモス
　（土壌改良材：15 ㍑入りで 500 円　程度）
　②くん炭（土壌改良資材：15 ㍑入りで 500 円程度）
③箱底の通気性を良くするためレンガや角材、ビー
ルケースなど（段ボールコンポストの台）。
④その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　①紙製ガムテープ（通気性を良くするため）
　②木べら（段ボール内をかき混ぜるため）
　③温度計（生ごみ分解温度の確認）

【容器の作りかたと生ごみ堆肥の作りかた】
①段ボールのすべての角をガムテープで内、外側
から補強。
②虫の侵入を防ぐため、ガムテープで底部の隙間
を埋める。
③箱底の強度を上げるため、本体の内寸にあわせ
て切った段ボールを二重に敷く。
④段ボールでふたを作り、本体と同じようにすべ
ての角をガムテープで補強（段ボールのふたの代
わりに、古くなったバスタオル、Ｔシャツなどで
も代用可）。
⑤容器の分量は ｢ ピートモス ｣ ３に対し ｢ くん炭
｣ を２の割合で配合し良く混ぜる。

⑥水分を軽く切った生ごみを投入。（最初は基材
に水分がないので２日間程度は生ごみを多めに入
れる。なお小さいほうが分解が早まるが、生ごみ
の分解はすぐに始まらないため１週間ほどは様子
を 見 る。 以 後 は １ 日 に つ き お よ そ 500 ㌘ ～ １ ㌔ 
を目安に３カ月ほど投入）。
⑦防臭、防虫、保温のため必ずふたをかぶせる。
⑧生ごみを入れなくても毎日木べらなどで良くか
き混ぜ空気を入れる。ゴミを分解する微生物の活
動が活発になり、虫の発生も抑制。
【段ボールコンポストに入れて良いもの】

○野菜くず、食べ残し、お菓子、肉、魚のあら（加
熱したもの）、くだものなど。

【使用期間】
○ １ 日 平 均 500 ㌘ の 場 合 ３ ～ ４ カ 月（お お よ そ
50 ㌔程度の処理） で段ボールコンポストは寿命
になります。資材に粘り気や多くの塊、サラサラ
感がなくなれば寿命です。生ごみの投入はやめて
1 ～２週間時折かき混ぜます。その後、土と混ぜ

（１：１） さらに１～２カ月間ねかせると堆肥に
なります（半年くらいねかせるのがベストです）。
○新しい段ボールコンポストに替える場合は、前
の基材を少し混ぜると早く分解が始まります。

利
用
し
て
生
ご
み
を
処
理
し
堆
肥

化
す
る
容
器
の
こ
と
で
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課環境衛生係
　☎（86）1111［内線 1107］

資材のピートモス（右）
とくん炭（左）

頑丈な段ボール箱を準備

段 ボ ー ル の す べ て の 角
をガムテープで補強

底 は 強 度 を 上 げ る た め
二重に段ボールを敷く

基 材 は 段 ボ ー ル の 折 れ
目付近まで

基材を入れた状態

生ごみを混ぜるときは、
生 ご み が 段 ボ ー ル に 直
接触れないよう注意
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浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

よ
り
よ
い
水
環
境
を
守
る
た
め
に
…

　

浄
化
槽
法
で
は
、
適
正
な
使

用
、
保
守
点
検
、
清
掃
が
行
わ
れ

て
い
る
か
、
き
れ
い
な
水
が
放
流

さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
法
定

検
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

検
査
時
は
、
知
事
が
指
定
し
た

検
査
機
関
の
公
益
財
団
法
人
鹿
児

島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
が
事
前

に
お
知
ら
せ
の
封
書
を
送
り
ま

す
。
そ
の
後
、
改
め
て
ハ
ガ
キ
で

通
知
す
る
検
査
日
に
検
査
員
が
訪

問
し
、
現
場
で
の
検
査
と
浄
化
槽

の
放
流
水
を
持
ち
帰
っ
て
水
質
検

査
を
行
い
ま
す
（
契
約
し
て
い
る

保
守
点
検
業
者
が
行
う
保
守
点
検

と
は
別
の
も
の
で
す
）。

　

検
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う

え
、
法
定
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

内　容 人間でいえば… 自動車でいえば…

保守点検

機器の点検・調整・害

虫の駆除や消毒薬の補

充などを行います。

（毎月１回の点検）

日常の健康管理 日常点検や修理

法定検査

設置工事や保守点検を

含めた維持管理が適正

になされているかを確

認し、水質検査や外観

検査、書類検査を行い

ます。

（年１回の検査）

定期健康診断 車　検

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

定期検査（５～ 10 人槽） 4,000 円 6,000 円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人

　

鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
９
６
）
９
０
０
０

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　

衛
生
・
環
境
課

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
３
１
６
７

　

鹿
児
島
県
生
活
排
水
対
策
室

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
６
８
５

　

役
場
水
道
課
下
水
道
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
1

↑法定検査を行う環境検査センターの検査員

浄化槽管理者には、浄化槽の使用にあたり
保守点検、清掃、法定検査の３つの義務が
あります
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i n f o r m a t i o n

さ
あ
は
じ
め
よ
う
。

介
護
予
防
②
［
体
操
編
］

　

先
月
号
か
ら
「
さ
あ
は
じ
め
よ
う
。
介
護
予

防
」
と
題
し
て
、
予
防
対
策
を
連
載
し
て
い
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
自
分
ら
し
い
生
活
を

送
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　

今
月
は
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
機
能
を
高
め
て

日
常
生
活
動
作
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
体
操
を

紹
介
し
ま
す
。
筋
力
を
高
め
れ
ば
転
び
に
く
く

な
る
ば
か
り
で
な
く
体
力
増
進
に
つ
な
が
り
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
運
動
機
能
は
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
操
は
10
回
が
目
安
で
す

が
、
体
調
に
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
慣
れ
て
き
た
ら
回
数
を
少
し
ず
つ
増
や
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎問い合わせ先
　長島町地域包括センター
　（保健衛生課内）
　☎（86）1111［内線 1161］

（しっかりとした歩行に必要なふくらはぎの筋力強化）
①足を軽く開き、両手でいすの背をつかんでまっすぐに立つ。
②つま先を軸に１・２・３・４でゆっくりと両方のかかとを上げ、
続けて１・２・３・４でかかとを下ろし元の姿勢に戻す。

◆足の後ろ上げ
正しい姿勢やバランスの保持に必要なお尻、背中の筋力強化）
①足を少し開いて、両手でいすの背をつかみ、上体だけ 45 度ほ
ど傾ける。
②ひざが曲がらないように片方の足をゆっくり後ろに上げ、その
ままの状態を 1 秒間保ち、ゆっくりと元の姿勢に戻す。

◆かかと上げ

◆簡単スクワット
（立ち座り、階段の昇り降り、転倒予防に必要な足腰の強化）

① 足 を 肩 幅 よ り 少 し 広 め に し て 立 ち、 上 体 を ま っ す ぐ に し た ま
ま、１・２・３・４と数えながら４分の１ほどひざを曲げて腰を
おとす。
②続けて１・２・３・４と数えながらひざを伸ばし，元の姿勢に
戻す。
※転倒の不安がある場合は，いすの背や壁を支えにしましょう。

【あなたの運動機能の元気度を
チェックしてみましょう。】

①階段を手すりや壁をつたわら
ずに昇っていますか？　　　　
　　　　         □はい　■いいえ
②椅子に座った状態から何もつ
かまらずに立ち上がっています
か？  　　　  □はい　■いいえ
③ 15 分位歩いていますか？
　　   　　　□はい　■いいえ

④この１年間に転んだことはあ
りますか？  ■はい　□いいえ

⑤転倒に対する不安は大きいで
すか？　　　■はい　□いいえ

※ ■ に ３ 個 以 上 該 当 す る 場 合
は、運動機能が低下している場
合 が あ り ま す。 不 安 に 感 じ た
ら、地域包括支援センターまで
ご相談ください。

３つの健康増進体操

［
体
操
を
す
る
と
き
の
注
意
点
］

①
は
じ
め
る
前
、
終
わ
っ
た
後
は
、
準
備

運
動
と
整
理
運
動
を
し
っ
か
り
行
い
、
十

分
に
筋
肉
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。

②
最
初
は
、
ゆ
っ
く
り
と
体
操
を
始
め
、

体
調
が
悪
い
と
き
や
筋
肉
、
関
節
に
痛
み

が
あ
る
と
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
運
動
中
は
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま

し
ょ
う
。
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NAGASHIMA TOWN Public Relations

プ
ー
ル
と
艇
庫
を

　
　
　
　
開
放
し
ま
す

町民プール ( 鷹巣 ) Ｂ＆Ｇプール ( 指江 )

開放日
７月 26 日～８月 30 日
　（月曜日は休み）
※７月 25 日は町水泳記録会
のため使用できません。

７月 21 日～８月 28 日
　（月曜日は休み）

開放時間 午前 10 時～午後５時

休憩時間
午後０時から午後１時までは、休憩時間とします。
※１時間に 10 分は休憩時間とし、必ずプールから上がっ
てもらいます。

入場料
町内　大人 100 円　小中高生 50 円
　( 町外者は２倍 )
※小学生未満は無料ですが、同伴者がいなければ入場でき
ません。

開放日
夏休み期間中　７月 21 日～８月 29 日まで
　（月曜日は休み）
※事前の予約が必要です。利用される団体等は、１週間
前までに社会教育課（☎ 86-1111）へご連絡ください。

開放時間 午前 10 時～午後５時

休憩時間 午後０時から午後１時までは、休憩時間とします
※１時間に 10 分は休憩時間とします。

使用料 町内の小中高生　カヌー１艇 1 時間当たり 100 円
大人　カヌー１艇１時間当たり 200 円

●町民プール ( 鷹巣 ) とＢ＆Ｇプール ( 指江 )

●Ｂ＆Ｇ艇庫 ( 蔵之元 )

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日 合格発表 入隊

一般曹候補生 18 歳以上
27 歳未満の人

8 月 1 日～
    　9 月 7 日

1 次：9 月 17 日
2 次：10 月 4 日 ～ 11 日

1 次：9 月 28 日
最終：11 月 9 日

平成 25 年 3 月下旬
～ 4 月上旬

自衛官候補生
（男子・女子）

18 歳以上
27 歳未満の人

［男子］
年間を通じ
て募集

［女子］
8 月 1 日～　
　　9 月 7 日

［男子］
受付時にお知らせします

（※ 1）
［女子］

9 月 23 日～ 26 日
（いずれか 1 日を指定）

［男子］
試験時にお知ら
せします

［女子］
11 月 9 日

［男子］
採用予定通知書でお
知らせします

［女子］
平成 25 年 3 月下旬

～４月上旬

航空学生
高 卒（ 見 込 含 ）
以 上 21 歳 未 満
の人

8 月 1 日～　
　　9 月 7 日

1 次：9 月 22 日
2 次：10 月 13 日 ～ 18 日
3 次：11 月 10 日 ～

　　　　　12 月 13 日

1 次：10 月 5 日
航空：11 月 2 日
海上：11 月 7 日
最終：
平成 25 年 1 月 18 日

平成 25 年 3 月下旬
～ 4 月上旬

看護学生
高 卒（ 見 込 含 ）
以 上 24 歳 未 満
の人

  9 月 3 日～
   　 10 月 1 日

  1 次：10 月 20 日
   2 次：11 月 17 日・18 日

  1 次：11 月 2 日
  最終：
  平成 25 年 1 月 9 日

   平成 25 年 3 月下旬
　　　      ～ 4 月上旬

連  絡  先
☆長島町役場総務課　☎（86）1111
☆自衛隊鹿児島地方協力本部　薩摩川内出張所
　☎ 0996（22）2401

防衛省では、次のとおり自衛官を募集します。

自衛官等募集

（※ 1）平成 25 年３月高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成
24 年９月 16 日以降に行います。
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６
月

１
日　
　
　

  

交
通
安
全
指
導
車
贈
呈
式（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

  

長
島
高
校
跡
地
協
議
（
長
島
町
役
場
）

４
日　
　
　

  

県
治
山
林
道
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

  

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

  

全
体
朝
礼
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

５
日　
　
　

  

課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

  

長
島
町
商
工
会
婦
人
ミ
ニ
バ
レ
ー
県
大
会

                       

出
場
報
告
（
長
島
町
役
場
）

６
日　
　
　

  

天
草
自
然
保
護
官
来
庁
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

  

花
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
太
陽
の
里
）

８
～
18
日　

  

長
島
町
議
会
６
月
定
例
会（

長
島
町
役
場
）

13
日　
　
　

  

東
町
漁
協
陳
情
来
庁
（
長
島
町
役
場
）

18
日　
　
　

  

長
島
町
観
光
公
社
評
議
員
会

 （
長
島
町
役
場
）

19
日　
　
　

  

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
・
指
江
庁
舎
）

20
日　
　
　

  

町
文
化
ホ
ー
ル
改
修
安
全
祈
願
際

（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　

  

太
陽
の
里
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

  

井
手
初
氏
叙
勲
受
賞
報
告
（
長
島
町
役
場
）

22
日　
　
　

  

東
町
漁
協
通
常
総
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

  

出
前
町
長
相
談
（
田
尻
自
治
公
民
館
）

25
日　
　
　

  

県
治
山
林
道
協
会
通
常
総
会（

鹿
児
島
市
）

26
日　
　
　

  

子
宝
お
祝
い
金
支
給
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

  

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
通
常
総
会

（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

  

長
島
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
総
会

（
指
江
庁
舎
）

28
日　
　
　

 

九
州
・
沖
縄
「
道
の
駅
」
連
絡
会
通
常

　
　
　
　
　

  

総
会
（
長
島
町
役
場
）

27
日　
　
　

  

県
市
町
村
振
興
協
会
定
時
評
議
員
会

（
鹿
児
島
市
）

29
日　
　
　

  

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会

（
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

  

町
観
光
公
社
理
事
会
（
長
島
町
役
場
）

【課長補佐級】
町民福祉課長補佐兼社会福祉係長福祉事務所兼務

　　　（保健衛生課主幹兼保健係長）　上原　弘子

水産商工課技術補佐兼工務係長

（建設課技術補佐兼工務第一係長）　久保　良昭

総合管理課長補佐兼町民第一係長福祉事務所兼務

（農林課長補佐兼農政第一係長）　竹之内逸郎

農林課長補佐兼農政第一係長

（町民福祉課長補佐兼戸籍住民係長）本田　　満

建設課技術補佐兼工務第一係長

（建設課技術補佐兼工務第二係長）　小城　久義

建設課技術補佐兼工務第二係長

（水産商工課技術補佐兼工務係長）　畠中　　保

建設課長補佐兼管理係長兼建築係長

（建設課長補佐兼管理係長兼建築係長兼用地係長）

濵田　照幸

社会教育課長補佐兼社会教育第一係長

（社会教育課長補佐兼社会教育係長）　長岡　勇二

議会事務局次長兼議事第一係長

（議会事務局主幹兼議事係長）　中間くるみ

町民福祉課主幹兼戸籍住民係長

（総合管理課主幹兼町民第一係長福祉事務所兼務）

　畠中　恵美

町民福祉課主幹兼児童福祉係長福祉事務所兼務

（町民福祉課主幹兼社会福祉係長兼児童福祉係長福祉事務所兼務）

長元　勝弘

保健衛生課主幹兼環境衛生第一係長

（水道課主幹兼水道第二係長）　冷水　伸一

保健衛生課主幹兼管理係長兼環境衛生第二係長

（保健衛生課主幹兼環境衛生係長兼管理係長）

有馬　秀二

建設課主幹兼用地係長

（教育総務課主幹兼教育総務第二係長）濵田　光夫

水道課主幹兼水道第二係長

（水道課主幹兼水道第三係長）　木上　勝徳

【係長級】
保健衛生課保健係長

 （保健衛生課主任）　瀬ノ口恵子

総合管理課管理係長兼保健係長福祉事務所兼務

　　　（診療所事務係長）　飯尾　公徳

教育総務課教育総務第二係長

 （総合管理課管理係長兼保健係長福祉事務所兼務）

　江口　欣二

社会教育課社会教育第二係長

（社会教育課主任）　小﨑　裕二

議会事務局議事第二係長

（議会事務局主任）　濱口　高文

税務課主任　（保健衛生課主任） 中元　豊人

保健衛生課主任

　（町民福祉課主任福祉事務所兼務）　江口　幸子

【係員】
診療所主事　　　　　（税務課主事）　上　　晃盛

2012	.7
人事異動

　７月１日付けで、町職員の人事異動がありました
のでお知らせします。（　）は旧職
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青
大
将
山
家
の
梁
を
渡
る
な
り
　
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

毒ハ

ブ蛇
の
死
や
島
唄
蛇じ

ゃ
み味
を
泣
か
し
む
る
　
　
筑
前
　
初
市

草
む
し
て
蛇
の
気
配
の
古
墳
か
な
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

母
の
日
や
こ
の
娘
も
母
と
な
る
今
年
　
　
　
大
堂
　
早
苗

青
大
将
ゆ
る
り
と
部
屋
を
立
ち
去
り
ぬ
　
　
関
　
佳
代
美

人
の
世
の
酸
い
も
甘
い
も
と
こ
ろ
て
ん
　
　
竹
内
　
　
功

じ
ん
わ
り
と
島
の
日
暮
や
青
田
道
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

母
の
日
や
老
い
も
若
き
も
じ
ゃ
が
畑
　
　
　
二
階
堂
恵
子

塩
つ
ぼ
の
塩
の
ゆ
る
み
も
迎
え
梅
雨
　
　
　
山
嵜
加
代
子

白し
ら
は
え

南
風
や
母
子
の
港
へ
舵
を
切
る
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

母
の
日
や
遠
き
昔
を
し
の
ぶ
の
み
　
　
　
　
中
橋
　
藤
七

梅
雨
の
雨
寒
ざ
む
と
降
る
こ
の
真
昼
す
べ
な
く
毛
布
か
ぶ

り
ま
ど
ろ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

日
の
暮
れ
を
犬
に
引
か
れ
て
行
く
道
の
墓
地
を
過
ぎ
れ
ば

波
の
音
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

早
朝
の
墓
参
は
清す
が

し
紫
陽
花
の
色
鮮
や
か
に
露
が
光
れ
り

吉
田　

映
子

友
を
見
舞
ひ
丘
越
へ
行
き
し
道
の
辺
に
合ね

む歓
の
葉
群
が
滴

し
ず
く

し
て
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

村
里
の
流
れ
に
添
ひ
て
育
ち
た
る
流
れ
に
添
ひ
て
蛍
火
光

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

凌の
う
ぜ
ん
か
ず
ら

霄
花
の
花
咲
き
初そ

む
る
軒
近
く
小
鳥
飛
び
行
く
夏
近
ま

り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

満
潮
の
音
な
き
入
江
に
朝
日
照
り
細さ
ざ
な
み波
の
光
変
へ
つ
つ
動

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

［
短
歌
］

何
事
も
心
望
な
の
よ
あ
き
ら
め
ず
自
分
の
事
は
我
れ
成
す

事
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

竹
林
の
中
よ
り
見
え
る
宮
の
屋
根
光
を
あ
び
て
福
を
呼
ぶ

か
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

食
べ
て
も
や
せ
る
魔
法
の
体

幻
冬
舎  

出
版
社

　ダイエットについて正しい意
識を持ち、健康的に「理想の自
分」を目指す方法が紹介されて
います。

で
ん
せ
つ
の
き
ょ
だ
い
あ
ん

ま
ん
を
は
こ
べ 　

 
サ
ト
シ
ン  

作

　突然、空からふってきた「あ
んまん」。この「あんまん」を
巣に持ち帰るため、アリたちの
冒険がはじまる。

田
の
畦
の
草
払
い
終
え
朝
霧
の
中
エ
ン
ヂ
ン
を
切
り
て
佇

ち
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
　
重
信

い
く
ば
く
も
無
き
命
と
は
思
い
つ
つ
苗
木
売
場
に
柿
と
栗

買
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

今
年
ま
た
ツ
ア
ー
旅
行
に
行
く
朝
を
妻
の
写
真
に
告
げ
て

出
で
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

缶
ビ
ー
ル
一
本
に
酔
う
夜
の
雨
ふ
い
に
会
い
た
し
昔
の
友

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

う
ど
ん
で
も
食
わ
む
と
思
い
立
寄
り
し
食
事
処
の
か
た
く

り
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

久
久
に
掃
除
と
墓
参
な
し
終
え
て
妻
の
骨
壺
覗
き
て
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

名
と
て
無
き
坂
ば
か
り
な
る
人
生
を
歩
み
来
た
り
て
細
々

と
生
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

農
に
生
き
病
み
臥ふ

さ
ぬ
日
日
を
望
み
ゐい

て
道
辺
の
十

じ
ゅ
う
や
く薬
摘

み
て
帰
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

田
の
草
を
刈
り
ゆ
く
茂
み
に
卵
二
個
親
鷺さ
ぎ

見
つ
つ
刈
り
残

せ
し
と
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

満
開
の
真
紅
の
つ
つ
じ
に
揚
羽
蝶
戯
れ
て
を
り
人
住
ま
な

き
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

断
崖
の
切
り
立
つ
岩
に
夕
日
映
ゑえ

染し

み
入
る
如
し
わ
が
歩

む
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
美
代
子

ひ
と
し
き
り
鈴
振
る
如
く
鳴
き
し
鳥
何い
ず
こ処

行
き
し
や
峡か

い

は

暮
る
る
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

「
咲
い
た
ぞ
」
と
夫
の
声
す
る
玄
関
に
月
下
美
人
の
晴
れ

や
か
に
薫
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
ヒ
ロ
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８
月
は
人
権
同
和
問
題
啓
発
強

調
月
間
で
す

  

県
で
は
、
８
月
を
「
人
権
同
和
問

題
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
、
こ

の
期
間
中
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に

よ
る
ス
ポ
ッ
ト
放
送
や
新
聞
広
告
、

「
じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
2
」

の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

啓
発
活
動
を
集
中
的
に
実
施
し
ま

す
。  
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和

問
題
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢

者
へ
の
虐
待
、
女
性
・
障
害
者
な

ど
に
関
す
る
人
権
問
題
が
、
依
然

と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や
差

別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
７
４

平
成
24
年
度
動
物
愛
護
講
習

会
の
開
催

　

保
健
所
で
は
、
動
物
愛
護
業
務

の
一
環
で
「
動
物
愛
護
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
習
会
を

受
講
さ
れ
た
か
た
は
、
宮
之
城
畜

犬
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
県
下
３
カ

所
で
実
施
す
る
「
犬
の
譲
渡
会
」

で
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
開
催
日
時
お
よ
び
会
場

　

①
７
月
25
日
（
水
）
川
薩
保
健
所

　

②
８
月
１
日
（
水
）
大
口
保
健
所

　

③
８
月
８
日
（
水
）
出
水
保
健
所

　

④
８
月
22
日
（
水
）
さ
つ
ま
町
ひ
ま
わ
り
館

　

・
受
付
＝
午
後
1
時
～

　

・
講
習
会

　
　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

○
講
習
内
容

　

・
犬
の
飼
い
か
た
・
し
つ
け
か
た

　

・
動
物
由
来
感
染
症

　

・
質
疑
応
答　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
衛
生
係

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

　
　
　
　

平
成
24
年
度
県
境
交
流
事
業

（
料
理
対
決
）
参
加
店
舗
募
集

　

北
薩
地
域
振
興
局
で
は
、
熊
本

県
水
俣
芦
北
地
域
と
鹿
児
島
県
北

薩
地
域
合
同
で
、
地
元
産
の
肉

（
牛
、
豚
、
鶏
）
を
食
材
に
し
た

フ
ェ
ア
料
理
（
和
食
、
洋
食
料
理

な
ど
の
中
か
ら
一
つ
選
定
）
対
決

の
参
加
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。
ま

た
、
料
理
を
食
す
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
も
あ
り
、
後
日
抽
選
で
賞
品
が

当
た
り
ま
す
。

○
参
加
条
件

　

北
薩
摩
５
市
町
内
に
店
舗
を
構

え
、
地
元
産
の
肉
（
牛
、
豚
、
鶏
）

を
食
材
に
し
た
フ
ェ
ア
料
理
を
提

供
で
き
る
店
舗

○
参
加
料
金
＝
５
０
０
０
円

○
募
集
締
切
＝
７
月
末

○
開
催
時
期

　

10
月
６
日
（
土
）
～

12
月
２
日
（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局

　

農
林
水
産
総
務
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
５
０
３

台
風
時
の
停
電
対
策

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
台
風
の

襲
来
が
多
く
な
り
停
電
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
、
台
風
時
の
停

電
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
台
風
時
の
停
電
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

　

台
風
に
よ
る
提
電
時
に
は
、
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
停
電
情
報
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

　
［
携
帯
電
話
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
］

　
　

http://kyuden.jp

　
［
パ
ソ
コ
ン
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
］

　
　

http://w
w

w
.kyuden.co.jp

○
携
帯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　

台
風
に
よ
る
停
電
時
に
は
、
登

録
さ
れ
た
携
帯
電
話
に
停
電
情
報

を
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
停
電
へ
の
備
え

　

強
風
で
飛
ば
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
も
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
し
っ
か

り
固
定
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
普

段
か
ら
分
電
盤
の
位
置
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
電
力
㈱
出
水
営
業
所

　

☎
０
１
２
０
（
９
８
６
）
８
０
１

戦
傷
病
者
や
戦
没
者
な
ど
の

移
動
援
護
相
談

　

県
で
は
、
戦
傷
病
者
や
戦
没
者

の
遺
族
な
ど
に
対
す
る
援
護
、
軍

人
恩
給
な
ど
に
関
す
る
疑
問
に
つ

い
て
の
移
動
援
護
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
当
日
は
県
庁
社
会
福
祉
課

の
職
員
が
直
接
皆
さ
ま
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

○
日
時

　

８
月
23
日
（
木
）

　

午
前
11
時
～
午
後
2
時
30
分

○
会
場

　

出
水
市
社
会
福
祉
会
館

○
相
談
内
容

　

・
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す

　

る
特
別
弔
慰
金

　

・
戦
没
者
や
戦
傷
病
者
な
ど
の

　

妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

　

・
援
護
年
金

　

・
旧
軍
人
の
恩
給
や
扶
助
料

　

・
そ
の
他
、
日
ご
ろ
か
ら
援
護
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や
恩
給
に
関
し
て
疑
問
に
思
っ

　

て
い
る
こ
と

※
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
相
談
内
容
に
関
す
る
資
料

を
お
持
ち
の
か
た
は
持
参
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
２
８

高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
講
演
会

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
で
は
、
出

水
地
区
歯
科
保
健
合
同
研
修
会
と

し
て
、「
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
は

な
ぜ
大
切
か
」
を
演
題
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時
＝
7
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
3
時
～
5
時

○
会
場
＝
鶴
丸
会
館
（
出
水
市
）

○
入
場
料
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
学
術
担
当

　
　
　
　

   

（
石
沢
歯
科
医
院
内
）

　

☎
（
84
）
４
４
１
１

巡
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ん
で
も
相
談
会

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
で
は
、
国
の
新
し
い
公
共
支

援
事
業
の
基
金
を
活
用
し
た
「
巡

回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ん
で
も
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
相
談
会
は
自

治
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
を
対
象
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
の
経
営
活
動
の
実
務
に
詳
し

い
専
門
家
に
よ
る
相
談
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

○
日
時
＝
7
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

午
後
1
時
～
3
時

○
会
場

　

出
水
市
中
央
公
民
館
学
習
室
１

○
相
談
料
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
・
運
営
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
１
３
９
３

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
放
送
大
学
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
通
し

て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
す
。

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。
働
き
な
が
ら

学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
か
た
が
学
ん
で
い
ま
す
（
資

料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
）。

○
出
願
期
限
＝
８
月
31
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

節電は一人ひとりの心がけ
　九州電力では、原子力発電所の
運転停止に伴い今年の夏は供給力
が不足し、電力需給はきわめて厳
しい状況が予想されます。そこで
同社では、電力供給力確保のため
次のとおり節電協力をお願いする
ことになりましたので、皆さまの
ご理解とご協力をお願いします。
◆需給のひっ迫が予想される、7
月 2 日（月）から９月 7 日（金）
の平日、午前９時から午後８時ま
でについて「一昨年から△ 10％
程度以上」の 節 電 協 力（ ８ 月 13
日から 15 日は除く）。
◆電力需要がピークに達する時間
帯の午後 1 時から午後５時につい
ては、重点的な節電協力。
◆上記期間時間帯以外につきまし
ても、生活に支障のない範囲での
節電協力。

◎問い合わせ先
　九州電力㈱出水営業所
　☎ 0120（986）801

不
動
産
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んだん市場を表彰
九州・沖縄「道の駅」連絡会

島町商工会女性部が優勝長
北薩地区商工会女性部ミニバレー
ボール大会・合同研修会

　九州・沖縄に 118 カ所ある「道の駅」
連絡会の通常総会が６月 28 日、長島町開
発総合センターで開催され、各駅の代表
と道路管理者ら約 100 人が参加しました。
　今年度から、各県１カ所を優秀賞として
表彰する制度が導入され、本県からは「黒
之瀬戸だんだん市場」が選ばれ、代表の入
口良美さんに表彰状が手渡されました。同
市場は小規模農家の出品も受け入れる売り
場の「生きがい菜園」の運営や地元婦人会
による水産加工グループの育成に貢献した
ことが評価されました。入口さんは「皆さ
んのおかげです。今後も地域の活性化につ
ながるよう道の駅としての役割を果たした
い」と話しました。
　総会後は、道の駅のあり方を考えるパネ
ルディスカッションが開催され、川添健町
長が、花フェスタやぐるっとフラワーロー
ドの取り組みなどを紹介しました。

　５月 27 日、北薩地区商工会女性部ミニバレー
ボール大会が入来総合運動場体育館で行われ、長
島町商工会女性部（坂口るみ部長）が優勝しまし
た。この日は、北薩地区の女性部の 4 チームが
参加し、熱戦を繰り広げ県大会出場を決めました。
同日は、女性部の合同研修会がホテルグリーンヒ
ルで開催され、約 100 人が集まりました。研修
会では “「ココロの元気」の作り方” と題して講
演があり、熱心に耳を傾けていました。終了後は
交流会も開かれ、各地区の女性部員らはお互いの
情報交換を図り、有意義な一日となっていました。

だ

↑表彰式で優秀賞
を受賞した「黒之
瀬戸だんだん市
場」

←地域活性化と道
の駅の役割につい
て行われたパネル
ディスカッション

大会終了後優勝旗を手に喜ぶ女性部員ら↑

法務大臣からの伝達を読みあげる豊田直俊長島支部長↓

少年の健全な成長を見守る青 「社会を明るくする運動」伝達・出発式

　毎年７月は「社会を明るくする運動」強化月間
です。この運動の啓発を図ろうと７月２日、長島
町役場で伝達式と出発式がありました。
　この日は、川添健町長へ出水保護区長島支部長
の豊田直俊さんが法務大臣から。同支部保護司の
平山昌道さんは県知事から社会を明るくする運動
の伝達を行いました。川添町長は「青少年の健全
な育成と保護に尽力され大変感謝している」とあ
いさつ。豊田直俊長島支部長は「地道な運動です
が地域に根ざした活動を行い啓発したい」と述べ
ました。
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の実りが楽しみ秋 鷹巣幼稚園が芋植え体験

　鷹巣幼稚園（緒方智憲園長）は６月８
日、園外保育の時間を使ってサツマイモ
の芋植え体験を行いました。
　園外の様子に興味や関心を持ち、自然
を肌で身近に感じようとするこの取り組
み。同日は、３歳児から５歳児までの園
児 20 人が参加しました。同園の園児た
ちは、保護者で農業を営む岩下政司さん
が準備した蔵之元の畑に移動し、岩下さ
ん夫婦から苗の植えかたを教わった後、
紅はるかや紅あずま、黄金千貫、種子島
紫の４種類 250 本を植えました。園児
たちは、専用の苗を刺す道具で器用に植
え「大きくなってね」と声をかけていま
した。時折、畑の中で昆虫を見つけ喜ぶ
声が響くなど、小高い丘の上の畑で楽し
い時間を過していました。

「大きくなってね」と声をかけながら放流する児童ら↓

幣串小がヒラメの稚魚放流体験

　獅子島の幣串小学校（坂元英透校長）は６月
13 日、ヒラメの稚魚放流体験を行いました。
　この日、児童らは学校林として活用している
ひょうたん島に移動。本町種苗センターの職員か
ら放流の前に「生き物が育つには緑を守り育てる
ことも大事」と自然との共存について話があり、
児童らは体長 10 ㌢ほどの稚魚 500 尾余りを放流
しました。５年の浦田七海さんは「今日放流した
ヒラメが大きく育てば、ぜひ釣ってみたい」と成
長を期待しました。

ょうたん島で 500 尾放流ひ

県子ども会育成会連絡協議会で表彰
の子ども会活動発展に尽力町

　６月８日、第 44 回鹿児島県子ども会育成連絡
協議会定期総会が鹿児島県青少年会館で開催さ
れ、長島町子ども会育成連絡協議会副会長の崎迫
さとみさん（市来崎集落）が表彰されました。
　崎迫さんは、平成８年に東町子ども会育成会に
入会。その後同会理事や新生長島町の子ども会育
成連絡協議会副会長、北薩地区子ども会育成連絡
協議会役員として子ども会の発展に尽くされまし
た。受賞した崎迫さんは「微力ながら子ども会の
ために頑張りたい」と抱負を語りました。

遠くには天草の山々が見渡せる蔵之元の芋畑↓

今回表彰を受けた崎迫さとみさん↑
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長島中学校が職場体験学習自 ら体験し将来に生かす
　長島中学校（新田薫校長）は、６月５日から
７日の３日間、２年生を対象とした職場体験学
習を行いました。
　この体験学習は例年行われ、働く体験を通し
て勤労の尊さを肌で感じ取り、将来の進路計画
に役立たせることを目的とした取り組みです。
今年は 26 人の生徒が保育園やガソリンスタン
ド、コンビニエンスストアなど 13 カ所の受入
れ事業所でそれぞれの仕事を体験しました。
　生徒は、日ごろとは違った環境でとまどいを
見せながらも、少しづつ仕事に慣れ精を出して
いました。阿久根地区消防組合東分遣所で、日
ごろの業務内容や消防の基本動作を学んだ佐々
木幸大君は「仕事として日々の訓練で努力する
ことと、応急手当などを勉強でき命の大切さを
学んだ。自分の将来に生かしたい」と夢を描い
ていました。

耐火服を着用し、消火訓練の体験をする佐々木幸大君↓

↓熱戦が繰り広げられた試合会場

自治公民館対抗
　　　　　ゲートボール大会

ランク脇崎チームが初優勝Ａ
　町民の健康増進と健全な自治公民館づく
りを目的に、６月４日から 10 日にかけて
第７回自治公民館対抗ゲートボール大会が
開催されました。
　この大会には、25 自治公民館から 44 チ
ームが参加。Ａ・Ｂ・Ｃランク別に１次予選・
２次予選を行い、各ランクの上位４チーム
で決勝大会を行いました。試合は、予選か
ら接戦が多く、１打のミスから逆転、再逆
転と見ごたえのある試合が続出しました。
熱戦が繰り広げられた大会のＡランクでは
脇崎チームが見事初優勝を飾りました。Ｂ
ランクは菅牟田Ａチーム、Ｃランクは母良
木Ｂチームが優勝しました。
　大会結果は次のとおりです。
Ａランク［優勝］脇崎、［２位］茅屋、［３位］
薄井　Ｂランク［優勝］菅牟田Ａ、［２位］
山門野上、［３位］葛輪Ｂ　Ｃランク［優勝］
母良木Ｂ、［２位］本浦Ｂ、［３位］山寺Ｃ

↑Ｂランク優勝の菅牟田Ａチーム

Ａランク優勝の脇崎チーム↓

Ｃランク優勝の母良木Ｂチーム↑
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1 台 1 台声を掛ける商工会の会員ら↓

長島町商工会
交通安全街頭指導キャンペーン

　長島町商工会は「６月 10 日の商工会の日」に
あわせて、翌日の 11 日、道の駅黒之瀬戸だんだ
ん市場前の駐車場で「商工会の日交通安全街頭指
導キャンペーン」を行いました。
　この日は、事故を未然に減らそうとチラシやポ
ケットティッシュ、お茶、パンなどが 240 個準
備されました。午後１時 30 分からキャンペーン
を開始し、長島方面から黒之瀬戸を渡る全車両を
止め「安全運転に心がけて」と声をかけながら窓
越しに準備していたチラシなどを渡していまし
た。セールスドライバーの一人は「声を掛けられ
気持ちが引き締まりました。交通事故を起さない
よう、あわないよう注意します」と話しました。

通事故に気をつけて交

県下警察拳銃射撃競技大会
ごろの訓練成果を発揮日

　町内にある鷹巣駐在所の岩元正臣巡査長と平尾
駐在所の竹原秀行巡査長の２人が、6 月 27 日に
開かれた県下警察拳銃射撃競技大会に阿久根警察
署の選手として出場し、阿久根警察署が団体Ｂ組
で優勝を飾りました。この日２人は１チーム４人
で出場する団体Ｂ組に出場。鹿児島県警察学校射
撃場に集まった 15 チームの中、阿久根警察署が
35 年ぶりの快挙を成し遂げました。出場した岩
元巡査長は「警察官として地域の安全と安心につ
なげたい」と力強く話しました。竹原巡査長は「使
命感を持ち、これまで以上に技術向上を目指し来
年も頑張りたい」と抱負を語りました。

↑表彰された他の警察官とならぶ二人。（優勝旗を手に
する岩元巡査長（左端）と竹原巡査長（右端））

ＪＡが交通指導車を寄贈
の安全・安心に活躍させて町

　6 月 1 日、長島町役場で交通安全指導車の贈呈
式がありました。この日は、鹿児島いずみ農協の
平瀨悦男常務が訪れ、川添健町長に目録を手渡し
ました。これは「地域の安全・安心プロジェク
ト」として取り組むＪＡ共済連が、交通安全と事
故防止を願って交通安全指導車を寄贈したもの。
平瀨常務は「交通安全と事故防止に役立ててくだ
さい」とあいさつしました。今回寄贈された車両
は、トヨタプロボックス（1,500cc）の４WD 車で、
今後は町内での交通安全の広報活動や災害時、通
常の公務用として使用することになります。川添
町長は「町のため寄贈していただき感謝します。
町民の交通事故防止の啓発など積極的に活用した
い」とお礼を述べました。

車両の前でＪＡ平瀨常務から目録を受け取る川添町長↓
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農業用車両の事故防止
　長島町では農業従事者のうち高齢者の
割合が 67 ㌫を占めています。平成 23 年
度本県では、農業機械などの車両による
死亡事故が 13 件発生しています。 長年
の農作業経験による技術の過信をせず、
取り扱いには十分注意しましょう。

↑６月 28 日、 農業機械の車両事故診断が実施さ
れ、原因と安全策を確認する関係者（馬込集落）
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念
な
が
ら
上
位
入

賞
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

団
員
と
の
〝
絆
〟
が
深
ま
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
確
実
な
動
作
が

求
め
ら
れ
「
あ
う
ん
の
呼
吸
」
で

動
く
操
法
競
技
。
ど
こ
の
分
団

も
〝
絆
〟
を
背
負
い
、
一
生
懸
命

競
技
す
る
姿
を
見
て
感
動
し
ま
し

た
。
自
分
の
家
族
も
応
援
に
駆
け

つ
け
、息
子
た
ち
の「
格
好
良
か
っ

た
よ
」
の
言
葉
が
、
２
カ
月
の
労

を
洗
い
流
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
。（
小
屋
昭
彦
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

 ７ /２９ ３ ４

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１   ９/１

 ７/３０  ７/３１ １ ２

２０１２8
◎特定・胃がん検診

（浦底公民館）
◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○つかさとクリニック 67-5560
○植村整形外科 72-1041
○高尾野診療所 82-0017
○脇本病院 75-2121
○福原歯科医院 63-2501
□いまがま調剤薬局 65-7550
□高尾野会営薬局 64-2110
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇こどもクリニック永松64-1500

◎ＭＲ
◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○有村産婦人科・内科 73-4180
○楠元内科医院 62-8600
○久木田歯科医院 73-0470
□クレイン調剤薬局 63-4300
□ポポロ薬局 63-4630
□さかえまち薬局 72-0978
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　（獅子島）

○村岡歯科医院 62-0601

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ＢＣＧ
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○市川医院 63-3151
○上園医院 73-1055
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○上野歯科医院 63-2306
□第二緑調剤薬局 63-1177
□本町薬局 73-3233
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター67-1611

◎三種混合
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　（獅子島）

◎ 1.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○吉井中央病院 62-3111
○内山病院 73-1551
○来仙医院 84-2005
○北園歯科医院 64-2151
□マリン薬局 63-6678
□スマイル薬局 84-2430
□本町薬局 73-3233
□しおかぜ薬局 88-6011
◇二宮医院 62-0167

◎特定・胃がん検診
（蔵之元公民館）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定・胃がん検診
（平尾小学校体育館）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定・胃がん検診
（汐見小学校体育館）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

◎特定・胃がん検診
（田尻小学校体育館）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○村岡歯科医院 62-0601

祝日には、国旗を掲げましょう！


